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3月

セ
l
ナ
l
苑
全
面
改
築
完
了

障
害
者
福
祉
の
中
核
施
設
に

-
大
沢
野
町
坂
本
に
あ
る
障
害
者
の

た
め
の
複
合
施
設
「
セ
|
ナ
l
苑
」
で

は
、
知
的
障
害
者
更
生
施
設
「
の
ぞ
み

の
E
」
が
三
月
二
十
七
日
に
竣
工
。
こ

れ
に
よ
り
、
平
成
七
年
度
か
ら
五
力
年

計
画
で
進
め
ら
れ
て
き
た
改
築
整
備
事

業
が
す
べ
て
完
了
し
ま
し
た
。

め
ざ
し
て
お
り
、
新
設
さ
れ
た
応
用
課

程
で
は
、
よ
り
高
度
な
技
能
・
技
術
の

習
得
と
と
も
に
、
技
術
の
応
用
力
や
企

画
開
発
能
力
な
ど
総
合
的
な
も
の
づ
く

り
能
力
を
養
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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2000年国体インフォメーション

とやまのやる気・元気

旭屋ラーメン庖長

堀彰さん

とやま感動案内

道の居肪丈見

比美乃江大橋

行ってみよう情報

-
セ
|
ナ
|
苑
は
知
的
障
害
者
の
社
会

的
自
立
を
目
的
に
昭
和
四
十
一
年
に

開
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
施
設
が
老
朽

化
し
た
こ
と
や
新
た
な
福
祉
一
丁
ズ
へ

の
対
応
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
こ
と
か

ら
、
全
面
的
な
改
築
整
備
が
進
め
ら
れ

て
き
た
も
の
で
す
。

こ
こ
か
ら
、
新
世
紀
の
産
業
界
を
担

う
生
産
現
場
の
リ
ー
ダ
ー
が
誕
生
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

-
問
合
せ
北
陸
職
業
能
力
開
発
大
学
校
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新
し
い
総
合
計
画
の
策
定
を
富
山
県
総
合
開
発
審
議
会
に
諮
問

-
四
月
二
十
日
、
富
山
県
総
合
開
発
審

議
会
が
富
山
市
内
で
開
催
さ
れ
、
県
か

ら
新
し
い
総
合
計
画
の
策
定
が
諮
問

さ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
総
合
計
画
は
平

成
十
三
年
度
を
初
年
度
と
す
る
十
年

間
の
計
画
で
、
二
十
一
世
紀
初
頭
の
県

づ
く
リ
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

圃
総
合
開
発
審
議
会
は
、
県
内
各
界
か

ら
の
委
員
五
十
五
名
と
専
門
委
員
等

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
計
画
の
内
容
を

具
体
的
に
審
議
す
る
四
つ
の
部
会
(
総

合
、
人
づ
く
リ
、
生
活
・
環
境
、
産
業
・
国

際
)
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

-
今
後
、
各
部
会
で
検
討
を
進
め
、
七

月
頃
に
は
、
計
画
の
骨
格
と
な

る
計
画
大
綱
を
取
り
ま
と
め
、

そ
の
後
、
計
画
の
内
容
を
詰
め

な
が
ら
、
十
一
月
頃
に
は
中
問

答
申
が
、
来
年
三
月
頃
ま
で
に

は
最
終
答
申
が
行
な
わ
れ
る
予

定
で
す
。

-
県
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
審
議

会
の
検
討
状
況
や
計
画
の
内
容

な
ど
に
つ
い
て
、
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
本
誌
な
ど
で
随
時
お

知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

固
ま
た
、
皆
さ
ん
か
ら
直
接
ご

意
見
を
お
聞
き
す
る
「
県
民
懇

富山市内で開催された富山県総合開発審議会

とやま音のある風景

行田公園の野鳥とせせうぎ
5つの施設に再編整備され改築が完了したセーナー苑

15 

県広報と哲彦 2000.5.6・ 1

世紀の大事業
黒部川第四発電所完成
@着工から 7年の歳月をかけて建設が進

められて主主黒部川第四発電所・ 黒部ダ

ム(通称「黒四J)が、昭和38年のこの日、

完成した。午前 7時すぎに放流を開始し、

ごう音がとどろきわたると、かたずをの

んで、見守っていた工事関係者から歓声が

あがったφ人跡未踏といわれた秘境・黒部

峡谷での工事は、 急峻な地形と苛酷な自

然環境により困難を極め、犠牲者も少な

くなかった。延べ 990万人の労働力を投

入し、 上木技術の粋を集めた「黒四」は、

「世紀の大事業」

といわれ、その

後のわが国の経

済発展に果たし

た効果は計り知

れない@世界有

数のア ーチ式ダ

ム・黒部ダムは、

現在、多くの観

光客で賑わう 。

本誌は白紙100%の再生紙を使用しています。

と
昭和38年6月5日(水)

1963 

-
入
所
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
施
設

づ
く
り
を
基
本
に
五
つ
の
施
設
に
再
編

整
備
。
障
害
者
の
重
度
・
高
齢
化
に

対
応
し
た
ほ
か
、
自
立
を
促
す
た
め
、

独
立
し
た
小
宿
舎
も
設
置
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、在
宅
の
障
害
者
の
た
め
に

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
を
充
実
す
る
な
ど
地
域
に
聞
か
れ
た

施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

圃
セ
|
ナ
l
苑
が
、
こ
れ
か
ら
も
県
内

の
障
害
者
福
祉
推
進
の
中
核
的
施
設

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

重飽設量障害書 更量設 知巨書者 短産施設 知的樟害者

わかくさ
のやびまほ

は

ぞ ほえ
ぜるか

み丘のの丘こ みのE 
の丘 の丘

-
問
合
せ
社
会
福
祉
法
人
セ
|
ナ
|
苑

岱

0
7
6
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6
7
9

談
会
」
を
開
催
す
る
ほ
か
「知
事
へ
の
手

紙
」
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て

意
見
募
集
を
行
い
ま
す
の
で
、
新
し
い

総
合
計
画
づ
く
り
に
積
極
的
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

-
問
合
せ

県
庁
計
画
課
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4月

み
の
り
あ
る
男
女
協
同
社
会

ヘ
向
け
て

「

D
u
o
(
デ
ユ
オ
)
の
つ
ど
い
」

-
四
月
二
十
二
日
、
女
性
週
間
(
四
月

十
日
j
十
六
日
)
に
ち
な
ん
だ
行
事
の

一
環
と
し
て
、
「
D
u
o
の
つ
ど
い
」
が

富
山
市
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

.
"
D
u
o
“
と
は
二
重
奏
の
意
昧
。
男

と
女
が
協
力
し
て
「
み
の
り
あ
る
男
女

協
同
社
会
」
を
築
い
て
い
こ
う
と
の
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
当
日
は
、
女
性
の
地
位
向
上
に
取
り

組
む
県
内
の
女
性
団
体
や
男
女
共
同

参
画
推
進
員
な
ど
約
八
百
名
が
参
加
。

国
の
男
女
共
同
参
画
審
議
会
会
長
の

岩
男
喜
美
子
さ
ん
に
よ
る
「
み
ん
な
で

つ
く
ろ
う
男
女
共
同
参
画
社
会
」
と

題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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4月

創
造
性
に
富
む
実
践
技
術
者

を
養
成

北
陸
職
業
能
力
開
発
大
学
校
開
校

-
四
月
六
日
、
北
陸
職
業
能
力
開
発
大

学
校
の
第
一
回
入
校
式
が
、
魚
津
市
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
同
校
の
前
身
は
富
山

職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

(二
年

制
)
。
こ
れ
ま
で
の
専
門
課
程
(
二
年
)

に
加
え
、
同
課
程
の
修
了
者
及
び
同
等

の
知
識
・
技
能
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ

る
者
を
対
象
と
す
る
応
用
課
程
(
同
)

が
新
設
さ
れ
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
も
の
で
す
。

女
性
週
間
は
、
我
が
国
の
女
性
、か
初

め
て
参
政
権
を
行
使
し
た
昭
和
二
十

一
年
四
月
十
日
を
記
念
し
て
設
け
ら

れ
た
も
の
で
、
こ
の
期
間
を
中
心
に
女

性
の
地
位
向
上
の
た
め
の
啓
発
活
動

が
全
国
的
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

口
真
の
男
女
平
等
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
と
か
く
女
性
だ
け
で
考
え
て
き
た

「
女
性
問
題
」
を
社
会
全
体
の
問
題
と

し
て
認
識
し
、
男
女
が
と
も
に
考
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
伸
び
や
か
に
暮
ら

せ
る
男
女
協
同
社
会
に
向
け
て
、
女
性

も
男
性
も
心
豊
か
に
力
を
合
わ
せ
、
努

力
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

完成当時の黒部ダム

長校崎島るべ述宇骨』棄のlυ 
古
品励で式校入

・
入
校
式
で
は
、
島
崎
長
一
郎
校
長

が
、
「
最
新
技
術
を
学
び
、
各
分
野
の
リ

ー
ダ
ー
と
な
る
よ
う
努
め
て
く
だ
さ
い
」

と
専
門
課
程
二
一
五
名
、
応
用
課
程

七
九
名
の
合
わ
せ
て
二

O
四
名
の
新

入
生
を
励
ま
し
ま
し
た
。

園
同
校
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
導
入
な

ど
に
よ
る
生
産
シ
ス
テ
ム
の
変
化
に
適

応
で
き
る
「
実
践
技
術
者
」
の
養
成
を

-
問
合
せ
県
庁
女
性
青
少
年
課
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ト内明
講演する岩男蕎美子さん

回 目!?帝
松川

lか画像で、お知らせ提供
富山県情報ボードの設置

県からのお知らせ等を提供する「富山県

情報ボードJ;を、このほど県民会館北側に

設置しました。

情報ボードは、縦1.44m、横1.92mの

大きさで、見やすく、わかりやすい画像に

より、主要施策のPRや行事案内、募集の

告知など幅広く情報提供していくことに

しています。

この情報ボードの設置に伴い、県庁舎

での懸垂幕の掲示を取りやめました。

午前8時~午後8時

-問合せ県庁広報課

岱 076(444)3134

2・ 県広報と世ま 2000.5・6

*運用時間


